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鎌
倉
時
代
に
写
さ
れ
た
西
蔵
文
字
金
山
正
好

筆

跡

の

恒

常

性

に

つ

い

て

猪

刈

秀

一

交

名

板

碑

の

史

料

性

千

々

和

笑

福
正
字
の
牛
玉
宝
印
に
つ
い
て
中
村
直
勝

本

居

貫

長

の

書

簡

木

代

修

一

出

雲

神

魂

神

社

の

古

文

献

村

田

正

志

織
田
信
長
と
浅
井
長
政
と
の
揖
手
奥
野
高
広

信

州

秋

山

銅

山

に

つ

い

て

菊

地

義

美

l
J正
徳
明
幕
府
の
御
用
銅
政
策
と
関
連
し
て
｜
｜

天
真
寺
所
蔵
の
松
平
木
昧
・
月
湾
の
書
状
に
つ

い
て
1
｜

志

水

正

司

中

山

法

華

経

寺

文

書

に

つ

い

て

中

尾

発

地
方
文
書
よ
り
見
た
代
官
領
の
性
格
村
上
直

旗

本

石

河

政

平

の

死

川

村

優

栃
木
県
に
お
け
る
古
文
書
類
所
在
の
概
況
徳
田
浩
淳

神

護

寺

実

録

帳

に

つ

い

て

福

井

俊

彦

後
北
条
氏
と
金
剛
王
院
融
山
小
笠
原
長
和

｜
｜
宏
一
妙
本
寺
文
書
を
中
心
に
｜
｜

金
鶴
形
一
封
｜
｜
琉
球
よ
り
清
へ
の
謝
恩
1｜
宮
田
俊
彦

ム
一
品
比
ロ

委
員
前
川
和
也
氏
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
助
手
に
就
任
の
た
め
委
員
を
辞
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
代
っ
て
大
戸
千
之
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
右
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

委
員
会
だ
よ
り

。
日
本
学
術
会
議
第
八
期
の
会
員
選
挙
の
結
果
、

本
会
推
薦
の
井
上
智
勇
氏
は
史
学
第
一
位
で
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
各
位
の
御
援
助
を
、
傑
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
日
本
学
術
会
議
の
直
面
す

る
問
題
は
、
日
本
の
学
術
体
制
に
と
っ
て
ま
す

ま
す
重
大
性
を
加
え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
井

上
氏
が
、
過
去
三
期
に
わ
た
る
豊
富
な
経
験
を

生
か
さ
れ
、
一
層
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
、
御

願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

。
昭
和
四
十
三
年
か
ら
四
十
四
年
、
各
大
学
で

爆
発
し
つ
つ
あ
る
学
生
闘
争
は
、
『
史
林
』
の

発
刊
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
幸
か
不
幸
か
、
本
誌
は
今
ま
で
に
発
刊

が
お
く
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
特
に
は
目
立

た
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
結
局
本
号
ま
で
に

と
り
か
え
し
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

。
学
生
闘
争
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
問
題

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、
学
問
の
あ
り
方
と

し
て
ど
う
受
け
と
め
る
か
、
む
ろ
ん
委
員
会
で

も
討
論
し
て
い
ま
す
。
委
員
会
の
溝
成
者
は
、

戦
中
派
、
戦
後
派
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
安
後
派

と
な
り
ま
す
が
、
歴
史
学
へ
の
主
体
的
な
と
り

く
み
方
に
、
か
な
り
の
差
が
あ
り
ま
す
。
新
制

大
学
が
発
足
し
て
か
ら
も
す
で
に
二
十
年
、
そ

の
聞
の
歴
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
を
、
あ
ら

た
め
て
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
必
要
を
痛
感
す
る

の
で
あ
り
ま
す
。

。
さ
し
あ
た
り
委
員
会
の
意
向
と
し
て
は
、
よ

り
若
い
世
代
に
よ
っ
て
、
戦
後
史
学
を
ふ
り
か

え
る
例
会
を
も
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

皆
様
か
ら
も
、
戦
後
史
学
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

原
稿
を
お
寄
せ
下
さ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す。

。
毎
度
な
が
ら
、
誌
代
の
ご
納
入
を
よ
ろ
し
く
。
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